
46～47年度理事、平成4～5年度監事、昭和60～論

文誌査読委員を務め、昭和63年にはプログラミング・

シンポジウム山内業績賞を受賞している。

大学を会場に尾張東部5市

　　合同消防訓練を実施

　大規模な災害に広域的に対応するための尾張東部5

市の合同消防訓練が、5月24日午後、大学9号館を中

心に行われた。
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　参加したのは春日井、小牧、犬山、瀬戸、尾張旭の

消防本部と県防災隊で、隊員112人と消防自動車10

台、救急車2台、防災ヘリコプター1機、大学側から

職員30人、学生50人と大規模なものだった。

　訓練は午後2時前、9号館4階からの出火を想定し、

まず職員による初期消火訓練で始まった。その後、4

階と5階から逃げ遅れた学生が2台のはしご車でそれ

ぞれ2人ずつ助け出された。これとは別に2階階段付

近から、負傷した4人の学生もレスキュー隊によって

救助された。

　屋上に取り残された人を救助するために県の防災

ヘリコプターも出動し、空中救助も行われた。このあ

と、5市の消防本部各隊による一斉放水が行われ、合

同訓練を終了した。

　訓練終了後、参加者が9号館前庭に設けられた訓練

本部前に集合、今回、総監を務めた鵜飼一郎春日井市

長が講評を行い、来賓の一人として飯吉厚夫学長があ

いさつを行った。最後に大学自衛消防隊長でもある三

浦昌夫学監が、中部大学としての消防訓練の講評を兼

ねてあいさつを行い、すべての予定を終了した。

「大学における外国語教育を

　　　　どう改革するか」

鈴木孝夫氏（慶應義塾大学名誉教授）が講演

　大学教育研究センターが主催した講演会が、慶慮

義塾大学名誉教授の鈴木孝夫氏を講師に迎え、去る5

月10日午後、大学2号館中小会議室で開かれ、教職

員80人あまりが聴講した。

　開会に先立ち、飯吉厚夫学長が、鈴木氏の経歴とあ

わせてユニークなライフスタイルを紹介。登壇した

鈴木氏も、今日の服装が上から下まで貰い物である

ことを告げ、会場を笑わせた後、本題に移った。

　氏は、日本の国力がこれだけ向上してきたのだか

ら、もっと自立的国家になるべきで、諸外国でもっと

日本語を学ばせるべきだという主張をベースに、独

自の外国語教育論を展開した。
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　歴史的に見ても日本の外国語教育は、古くは中国

から、明治期は欧米からの文化導入の手段として行

われ、一貫して他律的であり、太陽があって初めて輝

くことのできる月型文化だったと規定した。

　そして、各国の言語を目的言語、手段言語、交流言

語というカテゴリーに分け、それぞれ分析した。そし

て、英語教育を菓米文学の先生がするのではなく、む

しろ、日本の歴史・社会を熟知している社会科の先生

がした方が良いとし、日本についての知識、身近な

テーマを英語で勉強すれば習得が早いとした上で、

これ脅らは受信よりも発信、他律より自律、月ではな

く太陽であるよう心がけるべきで、日本人の自然と

の共存哲学を世界に発信すべきだと結んだ。
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